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研究成果の概要（和文）：２つ以上の有意味の要素が結合し、単語を成す場合、各要素が単独形

と違う発音になるケースが多い。（例：たま「玉」め−だま「目玉」）現代日本語に絞り込み、こ

のような発音変化を調べるのが本研の目的だった。アンケート調査や録音調査に基づき、日本

語の母語話者及び学習者を対象に、子音の変化もアクセントの変化も取り上げ、その規則性を

検証した。特に漢語の濁音、山形方言の(鼻)濁音、単純名詞に基づいた苗字アクセント、に焦

点をあてた。 

 
研究成果の概要（英文）：When two or more meaningful elements combine to form a word, the 

pronunciation of each element often differs from its pronunciation in isolation (e.g., tama 

‘ball’, me-dama ‘eye-ball’). The goal of this research was to investigate such changes in 

pronunciation in modern Japanese. Using questionnaires and audio recordings, with native 

speakers and leaners of Japanese as a foreign language as participants, meaningful 

elements in modern Japanese words are sometimes pronounced differently depending on 

the elements they combine with. Using questionnaires and audio recordings, the regularity 

of some changes in consonants and in accent was tested. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 現代日本語においては、広く知られて
いる音韻交替（アクセントの交替も含めて）
がいくつかある。理論的な捉え方はいろいろ
あるが、理論分析のために前もって規則性を
検証する必要がある。 
(2) アンケート調査で音韻交替の規則性を

調べる経験があった。 
２．研究の目的 

(1) 現代日本語の音韻交替の歴史や現状が
記述された先行研究に音づき、心理言語学調
査や録音によってその音韻交替の本質を調
べる。次の３つの課題を取り上げた。 
① 数詞のアクセント（数詞が長くなると、
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アクセント句の区切りが独特で、複合語のパ
ターンとも他の種類の句のパターンとも一
致しない。非母語話者にとって非常に難しく、
マスターしにくいものだ。) 
② 新濁と連濁の関係 (漢語の二字熟語の
中間の濁音は、中国語から入った時にもはや
にあった「本濁」と日本語に入ったあとで現
れた「新濁]を区別すべきだ。新濁と連濁の
関係を明らかにするのは困難な仕事にな
る。) 
③ 鼻濁音を保っている東北方言の連濁(山
形方言を中心に) 
 

３．研究の方法 

(1) 単一形態素名詞のアクセントとその名
詞に基づいた苗字のアクセントが一致しな
いケースが多い。例えば、普通名詞の「星」
が平板なのに、苗字の「星」は頭高。首都圏
で育った日本語母語話者を対象に、このアク
セント対立の規則性を明らかにするために
アンケート調査を行なった。 
(2) 適切な例を探し出すために漢和辞典を
利用した。新濁と連濁を同一現象として扱え
ばいいかという問題を調べた。 
(3) 日本の大学で日本語を学習している留
学生を対象に、録音調査を３回行なった。 
(4) 山形県河北町で生まれ育った言語学者
１人、現在山形大学に勤めている言語学者１
人と協力し、録音調査と音素分析を行なった。 

 
４．研究成果 
(1) 単一形態素名詞のアクセントとその名
詞に基づいた苗字のアクセントとの相関関
係はあまり規則的ではないという結果が出
た。 
(2) 新濁と連濁を同一現象として扱っても、
別々の現象として扱っても、分析の矛盾を避
けることはできないという結果が出た。 
(3) 欧米の留学生もアジアの留学生も、日
本語母語話者と同じように長い数詞をアク
セント句に区切ることができないことは明
らかになったが、これから教授法に貢献でき
る分析はこれから。 
(4) 山形方言の母語話者の音素体系が共通
語と大分違うことが痛感した。連濁の方言差
を調べる前に、鼻濁音を保っている方言にお
いて何が共通語の連濁に当たるかを決める
必要がある。しかし、これは簡単にできるこ
とではないということがあきらかになった。 
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